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きょうの紙面

工事経過報告

色々な基礎

擬石塗柱の下
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外壁・上下窓

トピック

謎の床

゛
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市
指
定
文
化
財
旧
四
郷
村
役
場

会

西
日
野
町
に
所
在
す
る
四
日
市
市
指
定
有
形
文
化

財
建
造
物
)
「
旧
四
日
市
市
役
所
四
郷
出
張
所
(
四

郷
村
役
場
)
」
の
耐
震
補
強
・
修
理
工
事
が
、
着
工
し

て
四
ケ
月
が
経
過
し
た
。
・
関
連
②
留
面

令
和
三
年
全
0
二
こ
六
月

に
、
ち
ょ
う
ど
筑
*
-
 
0
0
年
を
迎

え
た
旧
四
郷
村
役
場
(
四
郷
郷
士

資
料
館
)
は
、
同
年
十
月
か
ら
耐

震
補
強
・
修
理
工
事
が
始
め
ら
れ

た
。
八
年
ほ
ど
前
か
ら
老
朽
化
が

自
立
つ
よ
う
に
な
り
、
四
日
市
市

内
の
貴
重
な
近
代
建
造
物
と
し
て

指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
こ
の

建
物
を
未
来
へ
継
承
す
る
た
め
、

令
和
五
年
(
二
0
三
己
一
月
ま

で
、
約
一
年
四
ケ
月
を
か
け
て
取

り
組
む
。

建
築
時
の
設
計
が
不
詳
で
、
さ

ら
に
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
修
理
が

重
ね
ら
れ
て
き
て
お
り
、
特
に
市

指
定
後
、
平
成
初
め
頃
に
行
わ
れ

た
修
理
工
事
で
は
、
定
の
外
壁

の
補
強
、
屋
根
や
基
礎
の
修
理
が

な
さ
れ
て
い
る
今
回
の
解
体
工

事
中
に
、
建
築
当
時
の
技
術
な
ど

新
た
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
施
工
に
は
特
に
慎
重
さ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

1
事
経
過
報
告
S
基
礎
・
壁
・
建
具
S

基
礎

全
体
の
工
程
の
中
で
、
も
つ
と

も
進
ん
で
い
る
箇
所
が
、
一
階
の

基
礎
工
事
で
あ
る
。

今
回
の
工
事
で
は
、
建
物
の
躯

体
を
い
っ
た
ん
基
礎
か
ら
切
り
離

を
一
丁
い
、

し
て
揚
屋

土
台
を
修
理
す
る
。
耐
震
補
強

修
理
工
事
と
し
て
、
ま
ず
は
安
定

し
た
土
台
を
確
保
す
る
。

下
の
写
真
は
、
一
階
の
部
屋
の

床
を
剥
が
し
た
状
態
の
も
の
で
あ

る
右
側
は
、
床
下
の
根
太
(
ね
だ
)

を
支
え
る
束
今
か
)
が
木
の
角

床
を
支
え
る
束
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礎石

コン刎ート柱

床板に貼られた識別のための札

、' 、

■

撰石塗柱の底部の構造

塔屋

会

外
壁
の
基
礎
は
布
基
礎
で
、
壁

が
そ
の
ま
ま
つ
な
が
っ
て
地
中
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
あ
る

本
建
物
の
場
貪
最
下
部
が
断
面

逆
T
字
状
に
内
と
外
に
張
り
出
し

て
い
る

一
'
ー

冒
1
冒
風

材
も
し
く
は
丸
材
の
柱
(
平
成
の

修
理
で
ほ
ぼ
交
換
さ
れ
て
い
る
)

で
、
礎
石
は
建
築
当
初
の
丸
い
石

で
あ
る
。

前
ペ
ー
ジ
の
左
側
写
真
は
、
束

が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
も
の
で
礎
石

は
立
方
体
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ

る
と
も
に
平
成
の
修
理
で
設
置

さ
れ
た
も
の
で
、
一
階
の
床
下
全

体
に
混
在
す
る
状
況
で
あ
っ
た

る
マ
ー
ブ
ル
模
様
が
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
で
、
擬
石
塗
と
い

う
柱
頭
部
に
も
幾
何
学
的
な
彫

刻
が
あ
り
、
装
飾
的
な
柱
で
あ
る

亘
■
 
1
雫

盆

茎

■
 
1
ー

ら
れ
て
い
た
相
楚
よ
り
も
し
つ

か
り
と
し
た
基
礎
で
あ
っ
た

ま
た
、
床
が
な
く
下
か
ら
覗
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
柱
底
部
の

構
造
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

八
角
形
の
芯
の
周
り
に
、
薄
い

板
、
角
材
、
薄
い
板
、
壁
土
、
漆

喰
と
い
う
よ
う
に
何
層
も
重
ね

て
厚
み
を
だ
し
て
い
る

こ
の
柱
の
基
礎
構
造
が
、
今
回

明
ら
か
に
な
っ
た
柱
の
芯
は
直

径
二
十
発
の
八
角
形
で
、
礎
石
は

一
辺
三
五
せ
に
整
え
ら
れ
た
直
方

体
で
あ
る
周
囲
は
土
が
盛
ら
れ
、

表
面
は
タ
タ
キ
に
ょ
っ
て
固
め
ら

れ
て
い
た
そ
の
下
の
地
中
に
は

高
さ
六
竹
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

柱
が
立
つ
。
こ
の
柱
は
桶
を
型
枠

と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
最

下
部
に
は
、
一
辺
九
十
佐
ほ
ど
の

平
板
状
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
据
え

床
板
や
そ
の
他
再
利
用
す
る
部

材
に
は
、
右
の
よ
う
に
兀
の
位
置

が
分
か
る
よ
う
に
札
が
取
り
付
け

ら
れ
、
再
び
戻
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
保
管
さ
れ
て
い
る

擬
石
塗
柱
の
基
礎

旧
事
務
室
の
中
央
に
は
、
二
本

の
独
立
し
た
柱
が
あ
る
下
部
表

面
に
、
大
理
石
の
よ
、
つ
な
墨
に
ょ

布
基
礎
・
独
立
基
礎
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問仕切壁下部の独立基礎
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コンクリート打設

ベタ基礎の配筋

外壁下部の布基礎
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た
が
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陰

着工前のモルタル床

整地後、砂を整えて敷く

トビツク

着工前に謎の床があった。旧事務室に入ってすぐ左側に金庫が置

かれていたおそらく建築当初の頃に近い時代の金庫である初めから

そこにあった可能性が高いしかし、その横に木板ではないモルタル造

りの床が存在していた通常、重量物を置くために造るものであるが、

実際に金庫はその横に署かれたままであったもうつ金庫があったと

考え、古い時期に造られたものでは、とみていた。

しかし、床板を剥がすとブロック積の士台となっており、挟まってい

た新聞には印召和51年(1976)」の記事(ちなみに、「青木功、尾崎将司、

中島常幸・ー」などそうそうたる名前)が掲載されていたこの年は、四

郷出張所としての役割が終わるわずか3年前である金庫を移動する予

定で造ったが、出張所廃止が決まって結局、金庫は動かされなかった、

ということであろうか

このモルタル造りの床は、基礎工事のためいったん撤去されるが、床

は復原し、りニューアルオープン後、40数年ぶりにその役目が達成され

ることになるだろう 床板を剥がして士台が露出

謎のモルタル造りの床

負,
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内
壁
(
間
仕
切
壁
)
の
下
は
独

立
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
構
造
的

な
柱
の
下
で
は
、
一
辺
三
十
兆
く

一
局
さ
九
十
佐
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

支
え
て
い
た
。
下
の
方
が
大
き
く

な
る
台
形
状
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

部

直
方
体
も
あ
っ
た

、

、

最
下
部
は
平
板
状
に
広
が
り
、

つ
の
基
礎
が
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
も
あ
っ
た

新
し
い
べ
タ
基
礎

耐
震
補
強
の
重
要
な
工
事
の
一

つ
、
新
し
い
べ
タ
基
礎
が
施
工
さ

れ
た突
き
固
め
ら
れ
た
床
下
の
地
面

を
砕
い
て
鋤
き
取
り
、
い
っ
た
ん

床
面
を
き
れ
い
に
整
地
す
る
砂

や
砂
利
が
敷
か
れ
、
防
水
シ
ー
ト

を
敷
き
、
ベ
タ
基
礎
の
配
筋
が
組

会

ま
れ
た
と
こ
ろ
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
流
し
込
ま
れ
た
外
壁
の
布
基

礎
と
結
合
し
、
文
字
通
り
建
物
を

支
え
る
基
礎
が
完
成
し
た

旧
四
郷
村
役
場
の
外
壁
は
、

何

度
か
の
修
理
に
ょ
り
建
築
当
初
か

ら
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
対

し
て
館
内
の
壁
(
間
仕
切
壁
)
は
、

一
階
の
漆
喰
壁
は
塗
り
直
さ
れ
て

い
る
が
、
ほ
ぽ
建
設
当
初
の
も
の

が
残
っ
て
い
る
。

普
段
、
人
の
出
入
り
が
少
な

か
っ
た
二
階
は
、
塗
装
に
も
あ
ま

り
手
を
加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
経

年
に
ょ
る
ひ
び
割
れ
が
各
所
に
見

ら
れ
る
が
、
か
え
っ
て
歴
史
的
な

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た

一
.
一
塗

肩
"
丑
一

壁
・
建
具



四日市市教育委員

塔屋隅柱の腐朽
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外壁解体の状況 階段大窓周囲の木摺(きずり)

工事の現場見学会を画しています

第1回令和4年3月20日(日)

工事現場の見学会を開催予定!

今後も、文化財建造物の見所を公開します

人数は限定されますので、こ了承ください

日時など決まりましたらHPなどでお知らせ

しますので、お楽しみに!

令和4年2月24日(木曜助

◎旧四郷村役場(四郷郷土資料館)へは・・

四日市あすなろう鉄道

あすなろう四日市駅より八王子線

終点「西日野駅」下車徒歩15分
三交バス

近鉄四日市駅南乗り場よゆ

高花平、小山田病院、宮妻口、椿大神社行き
「四郷小学校前」下車徒歩1分

(四日市駅より 15分)

四郷小文
形日野神社

旧四郷村役場

室山郵便局局1四郷小学校前県道 唾, 優,

天白川

笹川通D ',優:,

^
*

四

日市南高笹川団地

枠の中、バランスをとる重り

休館中

工事中、資料館は休館します。

駐車場や屋外トイレも使えません。

西日野駅

笹川中文

建
具
(
窓
や
扉
)
の
う
ち
、
外

壁
に
取
り
付
け
ら
れ
た
上
げ
下
げ

し
て
開
閉
す
る
窓
は
、
木
製
の
枠

で
密
閉
性
が
あ
ま
り
な
く
、
雨
水

に
ょ
る
傷
み
が
進
ん
で
い
た
な

お
、
館
内
の
窓
は
引
き
違
い
窓
で

あ
る扉
は
、
玄
関
や
屋
内
の
も
の
は
、

全
て
ほ
と
ん
ど
損
傷
は
な
く
、
再

利
用
す
る
方
針
で
あ
る

会
解
体
し
て
み
る
と
、
部
分
的
に

は
古
い
材
が
残
っ
て
い
た
が
、
新

し
い
材
に
ょ
り
交
換
さ
れ
て
い
た

り
、
補
強
さ
れ
て
い
た
り
す
る
様

子
が
確
認
で
き
た

風
雨
が
強
く
当
た
る
建
物
の
東

面
や
南
面
、
特
に
塔
屋
は
東
南
隅

に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
構
造
材

の
腐
朽
が
著
し
か
っ
た
平
成
の

修
理
で
設
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

木
材
で
も
腐
朽
が
進
ん
で
お
り
、

木
造
建
築
の
維
持
の
難
し
さ
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た

明
治
か
ら
大
正
に
建
設
さ
れ
た

建
物
に
多
く
採
用
さ
れ
た
上
下
窓

は
、
枠
の
中
の
重
り
が
紐
で
窓
と

つ
な
が
っ
て
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
、
窓
を
自
在
に
上
げ
下
げ
で

き
る
重
り
だ
け
を
手
に
持
っ
て

み
る
と
、
案
外
重
い

上
下
窓

外
壁

平
成
の
修
理
の
際
に
窓
一
式
を

新
調
し
た
職
人
の
話
で
は
、
重
り

の
ハ
ラ
ン
ス
の
詞
節
に
た
い
へ
ん

一
古
労
し
た
と
い
う

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
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今
回
は
、
基
礎
壁
建
具
に

つ
い
て
、
工
事
の
経
過
を
報
告
し

た
特
に
、
修
理
前
の
旧
来
の
床

下
の
構
造
や
基
礎
に
関
し
て
は
、

工
事
が
進
ん
で
お
り
、
実
際
の
そ

の
ま
ま
の
状
態
を
も
う
見
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
う
い
っ
た
箇
所

に
つ
い
て
は
、
記
録
と
し
て
後
世

に
伝
え
、
ま
た
工
事
が
必
要
に
な

つ
た
と
き
に
^
ノ
^
に
^
る
ま
た
、

い
っ
た
ん
取
り
^
し
た
部
^
で

も
、
再
利
用
が
可
能
で
あ
れ
ば
元

に
戻
す
の
が
文
化
財
修
理
の
基
本

で
あ
り
、
工
事
が
全
て
完
了
し
た

と
き
、
再
び
そ
の
実
物
を
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
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編
集
後
記

今
後
の
整
備
工
事
通
信
は
、

工
事
の
報
告
が
中
心
と
な
り
ま

す
。
お
楽
し
み
に
。
(
か
)

訂
正
と
お
詫
ぴ

令
和
三
年
九
月
三
0
日
付
発

行
の
璽
備
工
事
通
信
第
弐

号
』
で
、
文
章
に
誤
0
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
以
下
の
通
り
訂

正
し
お
詫
ぴ
い
た
し
ま
す
。

・
四
ペ
ー
ジ
「
旧
東
洋
紡
績
富

田
工
場
原
綿
倉
庫
」
の
文
中
、

下
段
六
行
目
「
会
是
を
「
副

社
長
」
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

0
0

環
状
1
号
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